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塩
見
理
化
学
研
究
所

史

ま
え
が
き

現
在
、
大
阪
大
学
豊
中
地
区
迎
学
部
の
玄
関
真
上
の

一
階
に
滋
見
記
念
窓
と
呼

ば
れ
る

ま
た
中
之
島
地
区
福
島
の
附
属
病
院
に
接
す
る
癌
研
究
施

>>

O

主
主

設
の
入
口
門
標
に
つ
塩
見
恕
化
学
研
究
所
」
の
銅
版
と
構
内
玄
関
績
に
戦
時
中
供

出
さ
れ
た
塩
見
政
次
の
銅
像
の
台
昨
肢
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
今
や
様
見
迎
化
学

研
究
所
の
由
来
を
知
る
人
は
大
波
大
学
内
に
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
大
阪

大
学
五
十
年
史
編
集
の
一
環
と
し
て
同
研
究
所
の
調
査
を
行
っ
た
機
会
に
「
部
局

史
」
お
よ
び
「
通
史
」
に
記
載
し
得
な
い
資
料
を
集
め
て
こ
の
小
文
を
ま
と
め
、

後
肢
の
記
憶
に
役
立
て
た
い
。
大
阪
大
学
関
係
者
お
よ
び
広
く
大
阪
の
学
問
に
関

心
を
持
た
れ
る
方
々
の

に
な
れ
ば
辛
い
で
あ
る
。

塩
見
理
化
学
研
究
所
の
創
立

大
正
五
年
(
一
九
二
ハ
〉
大
阪
市
山
鉛
鉱
業
株
式
会
社
専
務
取
締
役
、
取
見
政
次
は

糖
尿
病
と
肺
病
の
病
勢
進
み
、
自
ら
の
死
の
近
き
を
悟
り
、
そ
の
十
月
五
日
に
神

之

哲

夫

一
戸
市
御
影
の
白
宅
の
病
床
に
大
阪
医
科
大
学
長
佐
多
愛
彦
教
授
を
呼
ん
で
、か
ね

て
念
願
し
て
い
た
理
化
学
研
究
所
設
立
の
窓
悶
を
告
白
し
、
そ
の
計
闘
の
実
施
、
を

佐
多
に
托
し
た
。
指
見
は
当
時
の
わ
が
国
に
最
も
市
一
袈
で
あ
る
の
は
基
礎
的
な
理

化
学
で
あ
る
と
し
、
そ
の
発
展
を
期
し
て
近
い
将
来
に
大
阪
医
科
大
学
と
あ
わ
せ

て
総
合
大
学
創
設
の
も
と
と
な
る
理
科
大
学
の
母
体
を
つ
く
る
た
め
に
、
私
財
の

半
分
の
百
万
円
安
}
忠
則
的
し
て
型
化
学
研
究
所
を
設
立
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
。

の
床
で
佐
多
に
示
し
た
手
記
の
中
に
塩
見
の
抱

い
た
こ
の
理
化
学
研
究
所
設
立
の
意
留
と
構
想
を
示
す
次
の
語
句
止
を
見
い
出
す
。

そ
の
時
、
塩
見
が
瀕
死
の

弦
ニ
先
生
ニ
卑
見
ヲ
旦
シ
テ
御
尽
力
ヲ
仰
ギ
タ
キ
ハ
予
テ
来
志
ヲ
山
中
セ
シ
コ

ト
プ
ル
研
究
所
ノ
事
ナ
リ
ト
ス
。
医
界
的

ナ
ル
モ
ノ
ヲ
設
立
セ
ン
ト
欲

セ
バ
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
し
等
米
間
人
等
ノ
ナ
シ
タ
ル
快
挙
ナ
リ
ト
雄
、
今
日

tl11 
者

ム
ハ
無
理
ナ
リ
。
何
ト
ナ
レ
バ
今
後
十
年
ノ
努
命
ヲ
従
来
ノ
知
キ
舘

歳
ニ
ア
一
ブ
シ
メ
パ
新
ノ
迫
撃
戦
一
一
引
統
キ
多
大
ノ
獲
物
ヲ
得
ベ
キ
ニ
可
憐
ナ
リ

部
夫
ハ
足
ト
ポ
ナ
ヲ
痛
メ
リ
。
故
一
一
研
究
所
ヲ
設
立
セ
ン
ニ
ハ
五
拾
万
丹
カ
百
万

円
ノ
資
金
ニ
テ
自
分
モ
綜
合
的
関
士
ト
ナ
リ
、
漸
次
ニ
発
達
セ
シ
メ
ン
カ
ト
思

考
セ
リ
。
(
中
略
)
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僕
ノ
班
想
ト
ス
ル
所
ノ
研
究
所
ハ
っ
ロ
γ

グ
ブ
ェ
一
フ
i
L

ノ
ナ
シ
タ
ル
如

キ
広
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
モ
有
限
ノ
資
本
一
一
テ
ハ
広
キ
ニ
過
ギ
ル
ヲ
忌
ム
。

シ
其
事
業
一
一
関
ス
ル
端
ヲ
一
広
ハ
バ
、
東
洋
一
一
於
ケ
ル
天
産
物
及
ど
農
産
物
ノ

完
全
ナ
ル
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

i
L

ノ
編
成
、
毎
年
ニ
出
ノ
予
定
。
此
原
料
ヲ

礎
ト
シ
タ
ル
利
用
状
況
ノ
研
究
。
臨
床
医
学
一
一
関
ス
ル
理
化
学
的
研
究
補
助
タ

ラ
シ
メ
ン
ト
ス
。
(
後
略
)

こ
れ
に
よ
る
と
塩
見
は
こ
の
時
以
前
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
級
の
大
研
究
所
設

立
を
計
到
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
資
金
が
十
分
で
な
い
の
で
、
特
に
東
洋
特

産
天
産
物
お
よ
び
農
産
物
の
研
究
と
臨
床
医
学
の
基
踏
と
な
る
理
化
学
研
究
に

点
を
お
い
た
研
究
所
合
夢
見
た
。
佐
多
は
こ
の
塩
見
の
申
し
出
会
}
感
動
と
と
も
に

受
諾
し
て
、
き
わ
め
て
迅
速
に
、
す
な
わ
ち
甑
見
の
生
存
中
に
そ
の
実
現
へ
の
端

絡
を
つ
く
ろ
う
と
尽
力
し
た
。

ま
ず
佐
多
は
当
時
の
大
阪
の
財
界
ま
た
は
政
界
の

有
力
者
、
小
山
健
一
一
一
、
村
山
龍
平
、
本
山
彦
一
、
中
橋
徳
五
郎
と
速
や
か
に
協
議

し
て
そ
の
賛
同
な
符
、
つ
い
で
塩
見
の
篤
志
を
十
月
八
日
の
各
新
聞
紙
上
に
発
表

し
た
。
さ
ら
に
財
団
法
人
設
立
の
た
め
の
寄
附
行
為
の
規
則
を
作
成
し
て
、
塩
見

の
開
覧
な
経
て
、
そ
の
ゆ
詰
引
一
日
を
同
月
二
十
一
日
に
文
部
省
に
進
達
し
て
、
同
日

部
を
左
に
抄
録
す
る
。

附
で
認
可
を
得
た
。
そ
の
寄
附
行
為
の

財
開
法
人

塩
見
限
化
学
研
究
所
寄
附
行
為

目
的

第
一
条

本
財
団
法
人
ハ
却
化
学
研
究
所
ヲ
設
立
シ
、
以
一
ア
理
化
学
及
其
応
用

ヲ
研
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
。
本
財
矧
法
人
ハ
品
川
町
柄
引
ノ
外
、
必
姿
-
ニ
ル
シ
、

却
化
学
及
其
応
用
ニ
関
シ
堪
能
ナ
ル
人
物
ヲ
養
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条

本
財
団
法
人
ハ
資
産
管
理
ニ
属
ス
ル
事
務
ノ
外
ハ
相
当
ノ
条
件
ヲ
矧

シ
テ
、
前
条
一
一
掲
グ
ル

ノ
管
制
収
ヲ
大
阪
府
立
大
阪
医
科
大
学
ニ

32 

ス

ル
コ
ト
ヲ
得
。
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
本
研
究
所

般
ノ
研
究
ノ
外
大
阪
医
科
大

尚
子
ノ
研
究
教
授
ノ
用
ニ
供
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ゲ
ズ
。

名
称本

財
罰
法
人
ノ
名
称
ハ
識
見
理
化
学
研
究
所
ト
ス
。

甘
V
K
U斤
叶

1
4
F
3
d
r
z
j
 

第
四
条

本
財
間
法
人
ノ
事
務
所
ハ
大
阪
市
北
区
常
安
町
四
番
地
ニ
泣
ク
。
但

一
依
リ
、
之
ヲ
移
転
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ゲ
ズ
。

資
産

第
五
条

一
一
研
究
所
資
金
ト
シ
テ

域
見
政
次
ハ
本
財
団
法
人
ヲ
設
立
セ
ン
ガ

金
壱
百
万
円
ヲ
寄
問
ス
。

(
中
略
)

第
八
条

ヲ
創
業
資
金
及
維
持
資
金
ノ
弐
税
ト
シ
、
金
弐
拾

研
究
所
資
金
ハ

五
万
円
ヲ
創
業
資
金
ト
シ
、
金
七
治
五
万
円
ヲ
維
持
資
金
ト
ス

第
九
条

研
究
所
総
持
政
ハ
維
持
資
金
ノ
利
子
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
弁
シ
、
如
何
ナ

ル
場
合
ト
雌
其
元
本
ヲ
以
一
ア
之
-
一
光
ツ
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ズ
。

(
後
略
)

:fm 

\
i

寸

1
1
J
I
i
 

'
l
 

佐
川同

;本

ILi 

fit 

協
議
員

はI

間

村
山

龍
平

間

本
山

主主
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開

中
橋
徳
五
郎

開

佐
多

愛
彦

間

見

品
{I三

こ
の
財
団
法
人
の
設
立
に
よ
っ
て
、
当
時
の
わ
が
閣
に
お
い
て
は
「
先
到
な
き

純
学
術
研
究
所
L

の
創
設
が
は
か
ら
れ
た
。
時
あ
た
か
も
政
府
に
お
い
て
も
高
鈴

の
提
唱
に
よ
る
国
民
科
学
研
究
所
の
計
闘
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
て
、
東
京

に
お
い
て
こ
れ
が
理
化
学
研
究
所
い
わ
ゆ
る
理
研
と
し
て
設
立
実
現
さ
れ
た
の
は

滋
見
理
化
学
研
究
所
創
設
の
翌
年
大
豆
六
年
(
一
九
一
七
)
三
月
で
あ
っ
た
。
し
か

し
東
京
の
理
化
学
研
究
所
は
間
家
的
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
取
見

理
化
学
研
究
所
は
一
個
人
の
独
力
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
時

代
の
機
運
を
越
え
た
対
照
が
際
立
っ
て
い
る
。
塩
見
理
化
学
研
究
所
の

の
{G1; 

理
は
大
阪
医
科
大
学
に
委
託
さ
れ
、
そ
の
研
究
・
教
育
に
も
役
立
つ
こ
と
が
期
待

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
既
に
当
時
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た
大
阪
に
お
け
る
理
科
大
学

の
創
立
の
基
礎
と
な
り
、
総
合
大
学
実
現
を
促
進
す
る
こ
と
が
玄
関
さ
れ
て
い
た

も
の
と
い
え
る
。

塩
見
は
こ
の
直
後
の
十
月
二
十
四
日

一
十
九
歳
で
死
去
し
た
。
間
月
一

十
七
日
に
大
阪
の
津
村
別
院
(
北
御
堂
)
に
お
い
て
宗
教
上
の
儀
式
を
廃
し
た
告
別

式
が
一
行
わ
れ
、
佐
多
は
そ
の
告
別
の
辞
の
中
で
、
前
述
の
塩
見
の
子
記
に
な
る
研

究
所
設
立
の
意
見
書
を
発
表
し
た
。

塩
見
政
次
の
人
と
業
績

自
ら
の
死
に
臨
ん
で
そ
の
資
産
と
と
も
に
理
化
学
研
究
所
設
立
を
委
託
し
た
塩

見
政
次
と
は
い
か
な
る
経
歴
と
業
績
の
人
で
あ
っ
た
か
。

塩
見
政
次
は
明
治
十
一
年
(

八
七
八
)

月
五
日
、
岡
山
県
美
作
悶
久
米
郡
部

川
村
大
学
通
谷
に
坂
見
龍
造
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
祖
の
竪
菜
、
を
継
ぐ
ベ

く
、
大
阪
医
学
校
に
学
び
、
明
治
三

(
一
九O
O
)
七
月
間
校
を
卒
業
し
た
。

同
年
京
都
帝
関
大
学
医
科
大
学
生
理
学
教
窓
の
劫
手
と
な
っ
た
が
、
兵
役
の
期
満

ち
て
の
ち
、

十
ノ\

年

九
O
一
一
一
)
大
阪
高
麗
橋
に
お
い
て
監
を
開
業
し
た
。

そ
の
後
、
岡
露
戦
争
に
出
征
、
帰
還
後
、
大
阪
市
医
師
会
議
員
に
選
ば
れ
、
市
の

涯
政
に
参
闘
し
て
、
医
業
を
継
続
す
る
か
た
わ
ら
、
明
治
四
十
年
(九
O
七
)
緒

方
正
清
(
現
在
の
東
区
今
橋
三
丁
目
緒
方
婦
人
科
病
院
創
設
者
、
緒
方
洪
隠
の
孫
子
震
の
夫
)

ら
と
共
同
し
て
、
合
資
会
社
喜
多
尾
化
学
研
究
所
、
の
ち
の
大
阪
化
学
研
究
所
を

し
て
、
新
薬
レ
ス
ピ
一
ブ
チ
ン
、

ヨ
チ
シ
ン
な
ど
を
創
製
発
売
し

ロ
ザ
i

ル
、

Tこ
場
見
は
当
時
の
わ
が
悶
の
現
鉛
の
供
給
が
す
べ
て
輸
入
に
仰
い
で
い
た
状
況
に

し
て
、
本
邦
最
初
の
班
鉛
精
煉
鉱
業
の
開
発
を
志
し
、
ま
ず
明
治
四
十

(
一
九O
九
)
六
月
、
尼
崎
に
合
資
会
社
大
阪
鉱
業
試
験
所
を
創
設
し
て
亜
鉛
精
煉

の
研
究
に
入
っ
た
。
間
四
十
閉
年
(
一
九

一
)
十
月
に
は
藤
田
系
資
本
の
援
助
を

得
て
、
尼
崎
に
大
阪
市
川
鉛
鉱
業
株
式
会
社
を
設
立
し
て
そ
の
専
務
取
締
役
と
な
り
、

こ
う
の
し
ま

の
工
場
に
加
え
て
備
中
(
現
在
附
山
県
笠
間
州
市
)
神
烏
に
画
期
的
な
工

安
治
則
、

場
を
建
設
し
た
。

周
間
一
四
・
五
キ
ロ
の
笠
附
沖
の
小
島
の
神
'
偽
に
工
場
誘
致
宏
一
行
っ
た
の
は
神

な
が
し
き
の

島
出
身
の
机
船
海
運
船
長
、
長
錦
文
太
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
神
島
工
場
に

お
け
る
車
鉛
精
煉
の
本
格
的
活
動
に
よ
っ
て
、
電
気
精
煉
法
の
勃
興
を
う
な
が
し

た
。
ま
た
そ
れ
が
わ
が
図
特
有
の
工
業
と
な
る
基
図
と
な
り
、
ま
た
車
鉛
鉱
の
路 塩鬼怒化学研究所小史33 
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料
会
社
を
経
て
、
昭
和
十

鉱
よ
り
生
じ
る
班
硫
敵

(大IE4 年撮影)

ガ
ス
か
ら
硫
敵
製
造
が

行
わ
れ
、
肥
料
晒
粉
の

製
造
に
も
及
ん
だ
。
そ

組見政次

の
こ
と
が
こ
の
神

F品
工

場
が
の
ち
に
神
お
硫
敵

年
(
一
九
三
さ
に
は
神
品
化
学
工
業
に
発
展
す
る
広
一

製
造
所
、
神
内
…
何
人
造
肥

礎
と
な
っ
た
。
現
在
は
三
菱
系
コ
ウ
ノ
シ
マ
化
成
と
変
っ
て
過
リ
ン
撒
石
灰
の
製

造
を
行
っ
て
い
る
。

さ
て
神
島
に
始
め
て
大
阪
盟
鉛
鉱
業
の
工
場
が

m
mか
れ
て
数
年
後
に
は
第
一
次

奴
盟
鉛
鉱
業
も
こ
の
機
運
に
乗
じ
て
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。

世
界
大
戦
が
始
ま
り
、
位
界
的
に
車
鉛
の
需
要
が
急
増
し
た
た
め
に
、
出
見
の
大

四
年
二
九
一
五
)

に
は
神
品
工
場
の
職
員
数
は
四
百
名
、

は
八
千
名
を
数
え
る
に
歪
り
、
年
生

産
額
は
一
一
千
五
百
万
円
以
上
に
達
し
莫
大
な
利
益
を
計
上
し
た
。
そ
の
結
果
、
わ

が
悶
は
ご
恥
い
し
て
到
鉛
輸
出
掴
と
な
り
、
場
見
の
仰
向
芯
絶
頂
の
時
が
到
来
し
た
。

こ
の
夏
、
取
見
は
日
本
全
国
よ
り
亜
鉛
関
係
者
一
一
一
万
人
を
神
島
に
招
待
し
て

を
公
開
し
大
関
遊
会
を
催
し
た
。
し
か
し
好
事
魔
多
し
。

の
発
展
は
必
然
的

に
識
見
の
多
忙
を
強
い
、
そ
の
休
息
を
許
さ
ず
、
遂
に
糖
尿
践
と
肺
結
核
の
浸
す

と
こ
ろ
と
な
り
、
大
正
五
年
十
月
、
塩
見
の
若
き
生
命
、
を
絶
つ
に
至
っ
た
。

そ
の
死
の
直
前
に
識
見
が
前
述
の
理
化
学
研
究
所
設
立
の
た
め
に
そ
の
資
産
捉

が
ら
理
化
学
を
好
み
、

供
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
塩
見
は
そ
の
経
際
を
見
て
も
、
最
初
医
学
を
志
し
な

の
道
に
入
っ
て
か
ら
は
「
凡
そ
事
業
家
を
志
す
者

は
理
化
学
の
知
識
瓶
養
こ
そ
必
修
で
ゐ
る
」
と
の
信
念
を
臨
め
、
実
際
に
製
薬
、84 

そ
し
て
化
学
工
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
体
験
的
に
ま
す
ま
す
基
礎
理
化
学

の
案
要
性
を
確
信
す
る
に
一
会
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
国
際
場
都
で
の
事

業
家
と
し
て
の
経
験
が
一
旦
位
界
情
勢
が
変
っ
て
わ
が
悶
が
逆
境
に
立
た
さ
れ
た

場
合
に
は
最
も
頼
り
に
な
る
根
底
は
理
化
学
の
研
鍛
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の

は
そ
れ
に
須
つ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
文
化
の
開
発
が
国
家
百
年
の
大

計
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
臨
見
の
強
い
信
念
と
な
っ
て
行
つ

か
ね
て
、

っ
子
弟
の
為
に
財
を
遣
さ
ず
、
財
宏
以
っ
て
祖
先
の
余
沢
に
依
頼
す

る
を
最
も
戒
む
し
と
の
持
論
の
持
主
で
あ
っ
た
塩
見
は
た
ま
た
ま
時
運
に
よ
っ
て

得
た
個
人
的
余
財
は
豪
脊
な
生
活
や
子
孫
の
数
人
間
に
到
す
べ
き
も
の
で
な
い
と
し

て
研
究
所
設
史
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
別
に
淑
見
が
こ
の
挙
に
出
た
時
代
的
背
景
に
は
前
述
の
よ
う
な
政
府
に
よ

る
理
化
学
研
究
所
設
立
の
機
連
の
他
に
、
大
阪
に
別
科
大
学
を
起
そ
う
と
い
う
動

き
が
説
見
の

た
府
立
大
学
医
科
大
学
を
中
心
に
拾
顕
し
て
い
た
事
実
を
克

逃
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
設
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
塩

見
は
甲
南
御
影
の
地
に
四
千
坪
の
広
大
な
宅
地
を
購
入
し
た
時
に
さ
ら
に
近
隣
に

拡
張
し
て
理
化
学
研
究
所
を
設
践
す
る
こ
と
を
既
に
夢
見
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
研
究
所
は
元
来
高
等
な
学
問
の
府
で
あ
る
大
学
と
迎
合
し
て
運
営
さ
れ
な

け
れ
ば
突
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

一
私
人
の
経
営
で
は
非
常
に
弱
体
化
す

る
か
ら
、
突
擦
の
述
常
に
も
便
利
で
、
氷
速
に
継
続
す
る
某
礎
を
つ
く
る
た
め
に
も

政
府
も
し
く
は
官
公
立
学
校
に
管
理
を
托
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
臨
終
近
い
病

床
で
の
佐
多
学
長
へ
の
依
頼
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
工
業
都
市
大
阪
の
物
質
的
雰

囲
気
に
科
学
掠
輿
の
源
泉
で
あ
る
源
化
学
研
究
所
が
生
れ
れ
ば
百
花
蹴
乱
空
雨
等
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学
府
が
で
き
上
り
、
篤
学
の
土
が
安
ん
じ
て
こ
こ
で
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
、
科
学
の
権
威
を
発
揮
し
て
伶
大
な
る
業
績
が
陸
続
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
を

確
信
す
る
と
い
う
の
が
当
時
の
塙
見
の
心
境
で
あ
っ
た
。

指
見
の
応
用
科
学
発
展
の
基
礎
は
液
化
学
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
信
念
は

行
γ
や
h

こ
品
虫
J
\
、

ゴ
グ
A
H，r
、
『
ロ
コ

た
と
え
っ
庭
、
文
、
工
等
の
諸
分
科
の
綜
合
大
学
と
し
て
設
備
充

実
、
絢
欄
の
品
品
川
〈
を
極
む
と
も
、
理
化
学
の
発
展
之
に
伴
う
な
く
、
学
術
の
根
本
培

義
一
を
怠
ら
ば
二
部
の
文
化
は
許
す
に
独
立
不
鴇
を
以
て
す
る
事
能
は
ざ
る
べ
し
し

と
強
い
調
子
で
述
べ
、

っ
か
t
ふ
る
基
礎
的
の
研
究
を
度
外
視
し
、
只
管
応
用
の
範

聞
に
出
頭
没
頭
し
て
、
目
前
の
現
象
に
の
み
捉
は
れ
つ
L

あ
る
者
は
、
遂
に
時
代

の
進
運
に
遅
れ
、

一
闘
の
文
化
は
全
く
紋
足
の
状
態
に
岱
徳
す
ベ
し
」
と
断
言
し

て
い
る
。
ヰ
を
傾
む
け
る
べ

で
あ
る
。
さ
ら
に
塩
見
は
そ
の
よ
う
な
理
化

学
学
術
の
基
礎
は
数
学
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
医
学
は
す
べ
て
斑
化
学
を
茶
一
階
と

し
、
理
化
学
の
補
助
が
な
け
れ
ば
了
解
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
数
学
時
前
一
と
医
学
の
基
礎
と
し
て
の
恕
化
学
の
位
置
づ
け
は
開
設
さ
れ
た
取

見
理
化
学
研
究
所
の
特
徴
と
し
て
反
映
さ
れ
た
。

海
見
の
人
柄
を
伝
え
る
通
話
は
そ
の
r討
叙
伝
「
訴
が
半
生
」
に
多
く
記
故
さ
れ

て
い
る
が
、
死
の
床
で
家
訓
と
し
て
述
懐
し

に

J
交
際
先
を
陳
ぶ
に
も
、

使
用
人
を
採
用
す
る
に
も
、
総
べ
て
人
格
安
}
中
心
の
問
題
と
し
、
他
に
長
一
川
あ
り

と
齢
、
人
絡
な
き
も
の
は
之
れ
を
近
づ
け
ざ
る
事
」
の
一
節
が
あ
る
。

し
て
の
成
功
の
郎
訣
の

つ
は
そ
の
よ
う
に
人
を
見
る
限
の
俗
か
さ
に
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
反
岡
部
下
に
対
し
て
は
時
に
痛
烈
な
怒
り
を
発
し
、
そ
し

て
ま
た

ガ
で
は
淡
白
で
根
に
持
た
な
い
性
格
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
事
業

経
営
に
関
し
て
は
常
に
趨
人
的
な
執
掛
な
ね
ば
り
と
精
力
的
な
強
気
を
貫
い
た
性

格
の
持
主
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
滋
見
の
早
い
死
を
も
た
ら
し
た
遠
問
で
も
あ
っ
た
。

四

大
阪
大
学
創
立
に
お
け
る
塩
見
理
化
学
研
究
所
の
役
割

損
見
政
次
の
死
に
臨
ん
で
の
財
産
提
供
に
よ
る
理
化
学
研
究
所
の

に
当
た

つ
て
は
「
現
に
間
大
学
(
大
阪
夜
科
大
学
)
に
計
問
中
な
る
現
科
大
学
の
創
立
に
向

っ
て
、
其
理
化
学
教
主
と
し
て
之
を
使
用
し
、
以
て
大
阪
迎
科
大
学
の
興
隆
を
速

成
せ
ら
れ
ん
こ
と
」
が
風
見
に
よ
っ
て
希
望
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
よ
り
前
、
臼
清
戦
争
が
終
っ
た
明
治
二
十
八
、
九
年
の
回
以
、
当
時
の
政
府

に
お
い
て
商
問
寺
公
望
文
相
、
牧
野
伸
顕
次
官
に
よ
っ
て
東
京
帝
関
大
学
以
外
に

第
二
の
帝
回
大
学
を
創
立
す
る
計
附
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
時
法
文
系
を
京
都
に
、

医
科
を
大
阪
に
置
く
と
い
う
案
が
立
て
ら
れ
た
。
牧
野
次
官
は
こ
れ
を
ま
ず
大
阪

町
内
海
忠
勝
知
事
に
交
渉
し
、
内
海
知
事
は
こ
れ
を
府
会
に
諮
っ
た
。
府
議
会
は

大
学
の
政
府
移
管
の
科
点
な
し
と
し
て
こ
の
挺
認
を
否
決
し
た
。
か
つ
て
維
新
産

後
、
大
久
保
科
通
は
京
都
よ
り
大
阪
へ
の
遊
部
を
画
策
し
、
そ
の
予
測
の
下
に
大

せ
い
み
き
ょ
く

(
一
八
六
九
)
、
理
化
学
校
に
担
当
す
る
舎
密
局
と
医
学
校
が
開
設
さ

阪
に
明
治
一

れ
た
の
で
あ
る
が
、
大
阪
選
部
が
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
会
同
密
局
は
結
局
は

普
通
商
等
教
育
機
関
と
な
っ
て
、
明
治
二
十
ニ
年
(
一
八
八
九
)
に
は
京
都
へ
移
っ

て
第
一
一
一
高
等
学
校
と
な
り
、
医
学
校
は
一
門
口
一
中
絶
の
後
、
府
管
轄
の
大
阪
医
学
校

と
し
て
こ
の
年
ま
で
述
綿
と
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
再
び
こ
の
大
阪
夜
学
校
を

政
府
政
踏
と
す
る
提
案
を
行
っ
た
牧
野
伸
顕
は
奇
し
く
も
大
久
保
利
通
の
次
男
で

あ
っ
た
こ
と
に
躍
史
の
偶
然
と
必
然
の
戯
れ
を
思
う
。
大
阪
府
の
処
置
に
強
い
失

望
止
な
感
じ
た
牧
野
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
阪
法
学
校
と
は
加
に
第
二
帝
盟
大
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学
医
科
大
学
お
よ
び
病
院
を
大
阪
に
建
設
す
る
べ
く
、
東
区
空
堀
付
近
な
候
補
地

と
し
て
そ
の
設
計
に
入
っ
た
が
、
京
都
府
か
ら
の
誘
致
運
動
に
屈
し
て
遂
に
京
都

に
帝
国
大
学
毘
科
大
学
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
大
阪
抵
学
校
で
は
清
野
努
校
長
以
下
脊
起
し
て
大

阪
に
新
た
に
医
科
大
学
を
創
立
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
は
京
都
帝
国
大

学
の
一
分
科
大
学
と
な
る
か
、
ま
た
は
医
学
校
以
外
に
一
つ
の
理
科
系
分
科
大
学

を
興
し
て
、
こ
れ
と
連
合
し
て
大
薮
帝
岡
大
学
を
新
設
す
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
一
一
十
九
年
(
一
八
九
六
)
当
附
に
お
い
て
既
に

現
在
の
総
合
大
学
と
し
て
の
大
阪
大
学
の
構
想
が
芽
生
え
て
い
た
こ
と
は
ザ
記
さ

れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
明
治
一
一
一
十
年
(
一
八
九
七
)
に
は
こ
の
計
掘
の
実
施
に
向
か

つ
て
の
施
策
の
第
一
歩
と
し
て
ま
ず
優
秀
な
教
授
を
養
成
す
る
目
的
で
大
問
医
学

校
教
諭
の
洋
行
が
大
坂
府
の
費
用
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
当
時
間
の
官
授
に
よ
ら

な
い
で
府
県
の
費
用
で
洋
行
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
は
同
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
当
時
の
政
府
の
財
政
状
況
に
お
い
て
は
新
し
い
帝
際
大
学
が
認
可
さ
れ

る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
も
の
と
し
て
、
次
品
一
一
h
の
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
専
門

学
校
令
を
改
訂
し
て
大
阪
畏
学
校
を
大
阪
医
科
大
学
に
昇
格
さ
せ
よ
う
と
い
う
改

卒
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
明
治
一
一
一
十
五
年
(
一
九

O
一
一
)
大
阪
医
学
校
校
長
と

な
っ
た
佐
多
愛
彦
に
よ
っ
て
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
、
ま
た
学
外
で
は
三
十
四
銀

行
頭
取
で
元
文
部
次
官
の
小
山
健
一
一
一
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。

ず
明
治
四
十
一
年
二
九
O
八
)
に
大
阪
医
学
校
は
大
阪
高
等
医
学
校
に
、
つ
い
で

大
正
四
年
(
一
九
二
る
に
は
府
立
大
阪
医
科
大
学
と
間
外
務
、
改
称
さ
れ
た
。

依
多
が
塩
見
よ
り
疎
化
学
研
究
所
樹
立
基
金
の
山
中
山
山
止
を
受
け
た
の
は
そ
の

の
大
正

(
一
九
二
ハ
)
で
、
こ
の
時
佐
多
は
前
述
の
よ
う
に
{
現
に
間
大
学
に

計
一
陣
中
な
る
理
科
大
学
の
し
理
化
学
教
室
に
こ
の
理
化
学
研
究
所
を
使
用
し
た
い

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
阪
医
科
大
学
へ
の
昇
格
が
き
ま
っ
た
読
後
か
ら
総
36 

合
大
学
設
立
の
た
め
の
理
科
大
学
の
創
設
が
既
に
計
調
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
場
見
に
よ
る
諜
化
学
研
究
所
創
設
費
の
寄
附
中
出
は
総
合
大
学
部
立

計
爵
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
状
況
設
定
と
な
っ
た
た
め
、
当
事
者
の

故
多
を
非
常
に
喜
ば
せ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

さ
ら
に
翌
大
正
六
年
(
一
九
一
七
)
に
お
け
る
中
之
島
の
医
科
大
学
病
院
お
よ
び

の
火
災
に
際
し
て
佐
多
は
「
将
来
文
理
科
大
学
な
増
設
の
に
は
、
予
科
を

高
等
学
校
と
文
盟
科
大
学
に
分
割
し
し
、
そ
の
高
等
学
校
と
加
に
病
読
の
分
院
を

併
わ
せ
て
設
立
す
る
現
想
の
も
と
に
当
時
の
大
坂
府
県
能
郡
石
橋
待
兼
山
の
地
に

一
一
…
問
、
一
一

O
O
余
坪
を
購
入
す
る
一
計
画
を
立
て
て
こ
れ
が
実
現
し
た
が
、
こ
の
?
?

科
と
分
読
の
土
地
は
現
在
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
場
所
で
あ
る
。
因
み
に
こ

の
時
佐
多
は
敷
地
の
南
方
に
二
万
坪
近
い
村
有
池
(
中
山
池
)
が
あ
る
が
、
将
来
こ

れ
を
埋
め
立
て
れ
ば
運
動
場
と
し
て
使
用
で
き
、
全
敷
地
は
五
万
坪
以
上
に
な
る

と
述
べ
て
い
る
の
は
現
況
に
照
ら
し
て
興
味
深
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
佐

多
の
脳
惚
に
は
医
学
校
以
外
に
文
則
科
大
学
の
併
設
に
よ
る
総
合
大
学
へ
の
飛
躍

の
計
四
が
強
く
占
め
ら
れ
て
い
て
、
塩
見
恕
化
学
研
究
所
設
立
は
そ
れ
と
深
い
関

A
守

係
に
あ
っ
た
こ
と
は
以
上
の
諸
事
実
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

:� 

大
正
五
年
(

日
を
も
っ
て
認
可
を
受
け
た
財
間
法
人

九
二
ハ
)
十
月
ニ
十

海
見
理
化
学
研
究
所
は
現
六
年
五
月
研
究
所
の
建
物
を
ま
だ
持
た
な
い
ま
ま
、

別
組
尚
子
科
、
化
学
科
よ
り
成
る
研
究
所
組
織
を
整
え
、
佐
多
愛
彦
が
そ
の
所
長
に
任

じ
そ
の
活
動
に
入
っ
た
。
大
正
八
年
(
一
九
一
九
)
に
は
五
月
公
布
の
大
学
令
の

最
初
の
瀧
周
を
受
け
て
府
立
大
阪
医
科
大
学
は
公
立
大
阪
医
科
大
学
に
認
定
昇
格
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し
た
。
そ
の
患
科
大
学
濡
院
に
接
す
る
北
限
堂
白
浜
通

一
帯
地
の
地
に
、

大
正

i引
年

九
二
五
)
に
始
め
て
邸
見
現
化
学
研
究
所
の
建
物
が
完
成
し
た
。

最
初
に
述
べ
た
現
在
の
癌
研
究
施
設
の
建
物
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
建
物
建
設
に

よ
っ
て
填
見
理
化
学
研
究
所
を
基
礎
と
し
て
新
た
に
迎
科
大
学
を
創
設
す
る
機
運

が
一
一
府
高
ま
り
、
昭
和
五
年
(
一
九
一
一
一

O
)
に
至
っ
て
大
阪
府
知
事
と
し
て
着
任
し

一
一
一
郎
と
大
阪
医
科
大
学
長
楠
本
長
一
一
一
郎
と
の
間
で
医
科
、
恕
科
を
中
心

と
す
る
大
阪
総
合
大
学
創
立
の
案
が
検
一
泊
さ
れ
、
そ
の
折
特
に
販
見
理
化
学
研
究

所
の
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。
後
に
柴
田
は
こ
の
大
阪
帝
悶
大
学
設
置
案
を
計
制
す

る
に
当
た
っ
て
ま
ず
塩
見
財
団
の
立
向
か
]
確
め
、
そ
の
協
授
を
得
た
こ
と
が
総
合

大
学
案
実
行
の
決
心
を
閤
め
た
一
大
動
機
で
中
め
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。

実
際
に
臨
見
期
間
の
級
持
資
金
七
五
万
円
(
別
に
積
立
金
五
万
円
)
の
内
四
O
万

円
止
を
盟
科
大
学
斜
設
費
に
寄
附
仰
す
る
こ
と
が
捷
案
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
薮
の

官
学
財
界
挙
げ
て
の
総
合
大
学
設
段
要
望
運
動
が
盛
り
上
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後

も
幾
多
の
難
関
が
あ
っ
た
が
、
遂
に
政
府
会
動
か
し
て
明
和
六
年
(
一
九
一
一
一
二
三

月
二
十
五
日
に
大
阪
帝
関
大
学
設
誼
案
が
帝
閣
議
会
を
通
過
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
予
定
通
り
潟
見
理
化
学
研
究
所
は
同
年
五
月
一
日
聞
を
も
っ
て
四
O
万
円
を
大

阪
府
知
事
に
提
出
し
、
大
阪
医
科
大
学
者
積
金
附
?
と
併
わ
せ
て
一
八
五
万
円
が
大

阪
帝
聞
大
学
設
立
基
金
と
さ
れ
、
そ
の
す
べ
て
が
理
学
部
創
設
費
に
当
て
ら
れ
た
。

こ
の
理
学
部
創
設
に
当
っ
て
は
こ
の
他
に
政
府
資
金
に
よ
る
援
助
は
全
く
受
け
な

ミ
つ
こ
。

ふ
μ

、
ず
'

左
の
一
文
は
柴
田
大
薮
府
知
事
よ
り
佐
多
甑
見
理
化
学
研
究
所
理
事
へ
宛
て
た

当
時
の
書
翰
で
あ
る
。

拝
啓

益
々
御
清
穆
奉
賀
候
。
陳
者
本
府
民
多
年
鶴
望
し
来
れ
る
大
阪
帝
国
大

。コ

せ
ら
れ
た
る
は
泊
に

に
存
候
。
右
は
〈
ふ
く
貴
下
格
加

の
御
高
配
に
依
る
処
不
砂
市
己
な
ら
ず
殊
に
其
の
理
学
部
創
設
資
金
待
問
金
中

へ
収
見
加
化
学
研
究
所
資
金
よ
り
金
凹
拾
万
円
御
寄
附
の
上
種
々
郷
後
段
被
成

下
校
段
お
紙
く
感
謝
罷
在
候
。
廷
に
不
紋
取
御
挨
拶
山
中
述
度
如
斯
御
陵
侠

敬
l'l 
7ミ

附
和
六
年
五
月
廿
六
日

大
政
府
知
事

柴
田
諮
問
一
一
一
郎

取
見
取
化
学
研
究
所

川
川
事
佐
多
愛
彦
殿

恥
見
理
化
学
研
究
所
は
お
に
述
べ
た
よ
う
に
多
額
の
資
金
を
理
学
部
創
設
費
に

寄
附
し
た
の
み
な
ら
ず
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
多
く
の
研
究
所
の
有
力
研
究
員
を

理
学
部
に
松
山
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
材
供
給
の
任
も
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
研
究
所
の
全
資
金
は
九

O
万
円
で
あ
っ
た
が
、
人
員
転
出
に
よ
っ
て
人
件

授
の
節
約
が
見
込
め
る
た
め
に
、
経
常
貨
を
約
半
減
し
て
維
持
伎
を
忍
O
万
円
と

し
、
残
り
の
問
。
万
円
を
寄
附
し
て
も
研
究
所
の
経
常
に
は
支
障
を
米
た
さ
な
い

と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
理
学
部
発
足
以
後
も
そ
の
本
舘
建
物
の
建
築
が
完
成

す
る
ま
で
の
昭
和
七
年
か
ら
九
年
の
問
、
場
見
沼
化
学
研
究
所
の
一
部
が
浬
学
部

の
研
究
、
授
業
用
に
使
用
さ
れ
た
。
ま
た
淑
見
研
究
所
は
当
時
既
に
資
重
で
入
手

間
難
で
あ
っ
た
多
数
の
数
学
、
物
理
学
、
化
学
関
係
の
外
関
学
術
雑
誌
の
パ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
の
収
集
に
努
め
、
後
に
こ
れ
ら
を
盟
学
部
図
荒
川
舘
へ
移
管
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
理
学
部
に
お
け
る
研
究
調
査
上
の
便
宜
に
資
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ

Tこ
し
か
し
な
が
ら
塩
見
理
化
学
研
究
所
の
佐
多
理
事
は
前
記
の
閉

O
万
円
安
}
大
阪

塩見理化学研究所小史37 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



帝
国
大
学
創
設
授
と
し
て
財
聞
か

ら
寄
附
す
る
に
当
た
っ
て
大
学
側

:ttK 見理化学研玄究所

に
次
の
よ
う
な
研
究
所
管
到
に
閃

す
る
希
盟
条
件
を
提
出
し
た
。
す

な
わ
ち
ま
ず
今
後
研
究
所
の
事
業

は
大
阪
帝
間
大
学
の
管
理
に
委
ね

る
こ
と
、

次
に
明
和
八
年
(
一
九

)
立
以
愛
土
況
判

b
し
ヤ
吋
晶
、

1
2

\
E
i
f
t
z
o
-
-

日
ノ
一
仁
川
よ
ル
ネ

よ
び
研
究
員
の
俸
給
は
大
学
か
ら

支
給
す
る
こ
と
と
い
う
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
管
理
問
題
は
大
学
の
授
業
が
開
始
さ
れ
る
昭
和
八
年
四
月
の

]
6
 

直
前
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
頃
の
あ
る
日
、
長
附
半
太
郎
大
阪
帝
国
大
学
新
総
長
は
渡
辺
書
記
官
、
間

尾
事
務
官
を
連
れ
て
佐
多
問
中
学
を
掌
品
の
自
宅
に
訪
い
、
財
団
法
人
海
見
梨
化
学

研
究
所
全
体
を
大
阪
帝
同
大
学
に
得
附
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
う
す
れ
ば
大
学
の

に
短
見
講
座
と
い
う
名
を
設
け
て
、
氷
速
の
も
の
と
す
る
と
提
案
し
た
。

か
し
佐
多
の
返
答
は
研
究
所
か
ら
は
現
に
四
O
万
円
を
寄
附
し
て
い
る
。
塩
見
財

聞
の
解
散
は
故
人
指
見
政
次
の
本
志
で
な
い
と
し
て
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
当
時
の

の
論
理
と
心
の
く
ま
に
は
後
世
の
推
測
だ
け
で
は
う
か
が
い
得
な
い
何
か

移
っ
て
、
研
究
所
な
大
学
の
管
制
刈
と
し
な
い
、

が
あ
る
。
結
局
小
余
金
之
助
研
究
所
長
と
真
島
利
行
班
学
部
長
と
の
聞
の
交
渉
に

し
か
し
ほ
と
ん
ど
全
共
の
職
負
の

>,O 

俸
給
は
大
学
か
ら
支
給
す
る
と
い
う
こ
と
で
話
し
合
い
が
つ
い
た
。
こ
れ
よ
り
幾

十
年
か
の
後
に
後
述
す
る
よ
う
に
い
口
氏
側
の
提
案
通
り
の
臨
見
研
究
所
の
解
散
、
大

学
へ
の
吸
収
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
時
の
流
れ
と
い
う
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

38 

五

塩
見
理
化
学
研
究
所
の
出
発
と
推
移

大
正
/, 

圭[三

九
一
七
)
五
月
二
十
八
日
取
見
盟
化
学
研
究
所
発
足
に
当
た
り
、

塩
見
財
団
は
そ
の
研
究
組
織
を
左
の
よ
う
に
定
め
た
。

所
長

佐
多
愛
彦

加
学
科
長

清
水
武
蛾

物
制
収
学
部
長

k
j

，
、
、b
~
下
佐

、
ザ
れ
廿
4
A
ヰ
止
制
山
門

理
論
物
即
学
部
長

未
定

数
学
部
長

小
倉
金
之
助

七
時
子
守

Z
A
V
、

J
l
A
一
イ
1
4
2
1
J

古
武
術
間
的
坤

生
物
化
学
部
長

古
武
州
四
郎

純
ilミ
イヒ
ヲ4

部
長

未
定

当
初
の
研
究
所
員
は
大
阪
府
立
医
科
大
学
教
授
を
、
昭
和
八
年
以
後
は
大
阪
医

し

科
大
学
予
科
教
綬
、
講
師
を
兼
任
し
た
。

七

研
究
所
は
ま
ず
大
正

(
一
九

に
清
水
武
雄
、
を
米
関
お
よ
び
英
国
に
関
学
さ
せ
、
間
一
年
九
月
に
古
武
粥
四
郎

か
一
欽
米
に
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
大
正
八
年
(
一
九
一
九
)
七
月
に
は
物
恕
学
部
員
時

谷
辰
治
を
欧
州
に
、
問
年
十
二
月
に
小
企
金
之
助
を
フ
ラ
ン
ス
に
、
強
九
年
六
月

に
は
化
学
部
員
内
藤
鋼
一
を
欧
米
に
派
泣
留
学
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
大
正

七
年
(
一
九
八
)
か
ら
大
正
十
一
年
(
一
九
一
一
二
)
に
か
け
て
あ
い
つ
い
で
帰
国
し
た

が
、
内
藤
は
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
で
客
死
し
た
。
研
究
所
の
建
物
が
完
成
す
る
ま
で

の
期
間
は
た
と
え
ば
数
学
部
と
物
理
学
部
は
大
正
八
年
(
一
九
一
九
)
の
秋
よ
り
石
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橋
符
兼
山
に
新
築
さ
れ
た
大
波
医
科
大
学
予
科
(
現
医
療
技
術
短
期
大
学
部
)
の
建
物

を
間
借
り
し
て
仕
事
を
始
め
た
。

(
一
九
二
回
)
に
は
佐
多
愛
彦
の
後
任
に
清
水
が
所
長
に
就
任
し
た

が
、
翌
年
清
水
は
長
間
半
太
郎
の
後
任
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
教
授
に
転
職
し
た
。

大
正
十
四
年
二
九
二
五
二
ハ
月
、
清
水
の
後
任
に
小
倉
が
所
長
に
就
任
、
翌
年
研

究
所
組
織
を
改
め
て
、
科
目
拭
お
よ
び
部
長
制
を
廃
し
て
研
究
員
を
段
く
こ
と
と
し

た
。
東
京
帝
国
大
学
で
一
長
岡
の
助
手
で
あ
っ
た
浅
田
常
三
郎
は
清
水
の
東
大
転
任

に
伴
っ
て
、
ま
ず
文
部
省
在
外
研
究
生
と
し
て
外
国
留
学
の
後
に
本
研
究
所
所
員

と
し
て
就
任
す
る
こ
と
が
内
定
さ
れ
て
い
た
。
浅
田
は
昭
和
一
一
一
年
(
一
九
二
八
)
四

月
間
附
闘
し
て
物
理
学
部
研
究
員
と
な
っ
た
。
何
年
六
月
に
は
化
学
部
研
究
員
近
野

政
次
が
欧
州
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
翌
年
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
で
客
死
し
た
。

さ
ら
に
は
昭
和
六
年
(
一
九
三
一
)
一
月
化
学
部
研
究
員
千
谷
利
一
一ド
イ
ツ
へ
留

学
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
海
外
派
遣
の
研
究
員
の
帰
闘
を
待
っ
て
大
正
十
四
年
こ
九

二
五
)
一
一
一
月
に
当
時
の
北
区
堂
島
誤
週
一
一
一
丁
目
、
現
夜
の
福
島
区
福
島
一
l
i
l
-
-

l

五
O
大
阪
大
学
付
属
癌
研
究
施
設
の
地
に
四
、
一
一
一
五
五
坪
の
敷
地
を
得
て
、
建

築
費
一
三
五
、
0
0
0
円
で
近
代
的
一
一
一
階
建
鉄
筋
コ
ン
グ
ワl
ト
建
築
が
設
計
起

工
さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
に
地
鎮
祭
念
行
い
、
翌
十
五
年
十
二
月
に
竣
工
し
た
。

さ
ら
に
総
経
費
一
一
五
、
0
0
0
円
を
も
っ
て
内
部
の
一
切
の
設
備
を
完
成
さ
せ
、

前
述
の
陣
容
に
よ
る
研
究
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

大
正
五
年
(
九
二
ハ
)
の
研
究
所
発
足
当
初
よ
り
昭
和
六
年
(
一
九
三
一
)

至
る
間
の
研
究
所
の
支
出
概
算
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
研
究
員
海
外
派
遣
費

六
五
、
一
一
一
回
O
R

、
よ
十
時
J、

g
j
f
f
d
3
 

一
建
築
費

z
斤
冷
W
円
1
K
1
一
、
必
守
、
、
弘
之

主
布
川
r
汐
h
N
E
Y即
弓
ノ
忍

y

お
よ
び
雑
誌
購
入
費

研
究
所
設
俄
費
(
器
械
類
)

一
雑
費

昭
和
六
年
(
一
九

た
f9�' 下i

α
L
3
4

R
w
v
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照
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研
究
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川
二
臼
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ョ
、

アM
W
H可
ノ
仁
仁
a
ノ

// 

助
// 1; 1; 

甘M
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さ
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F
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J
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4
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事
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数
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一
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五
、
O
八
九
円
四
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九
O
、
七
五
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銭

一
一
一
二
、
七
九
一
円
二
二
銭

0
0
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円

五
八
、
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円

一
一
一
一
五
、
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0
0
円

七
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円

銭

理
論
物
理
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決
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E
d
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「
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物
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築
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U
M
y
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H
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リ
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J
、
士
、L
l

ぱ
H
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F
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)
六
月
の
堪
見
理
化
学
研
究
所
職
員
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左
の
通
り
で
あ
っ
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客
員
研
究
員

て
ゐ
ー
叶J
P
J
ら
A

4
J
則
市
川
引
い
戸
寸

次
郎

ij 

flli 
!l?iJ 

11 

11 

m
+ふ
ん
出
レ
い
v
r
Y

3
J

ま
M
J
l
E

本
出
英
一
一
一
郎

。

数

進

高
儒

昭
和
八
年
ご
九
一
一
二
三
に
歪
り
、
前
述
の
大
仮
帝
国
大
学
と
取
見
理
化
学
研
究

所
と
の
協
定
に
も
と
や
つ
い
て
、
こ
れ
ら
研
究
所
員
の
中
、
間
谷
、
浅
間
、
千
谷
、

佐
多
が
大
学
の
教
授
ま
た
は
劫
教
授
に
就
任
し
た
。

閉
所
以
来
、
昭
和
六
年
(
一
九
一
一
二
)
頃
ま
で
に
行
わ
れ
た
研
究
所
長
に
よ
る
主

な
研
究
業
献
な
挙
げ
る
と
、
清
水
武
雄
の
連
続
ア
ル
フ
ァ
粒
子
発
生
機
の
考
案
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
を
用
い
る
物
質
の
特
性
の
研
究
。
小
倉
金
之
助
の
補
間
法
班
論
に

関
す
る
研
究
、
沼
本
数
学
史
の
研
究
。
間
谷
辰
治
の

お
け
る
統
計
学
的
研

究
。
十
日
武
悌
閉
郎
、
岩
尾
次
郎
に
よ
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
な
ど
の
ア
ミ
ノ
酸
代
詩

の
研
究
。
内
藤
鋼
一
の
溶
流
溶
液
反
応
の
ガ
マ
心
臓
に

つ
い
て
の

研
究
。
近
野
政
次
の
プ
ミ
ノ
散
の

の
引
究
。
浅
間
常
一
一

の
水
銀
灯
の
は
別

究
。
竹
中
践
の
聯
立
総
状
積
分
方
程
式
、
正
剤
耐
数
な
ど
に
関
す
る
研
究
。
中
島

の
分
解
の
研
究
な
ど
で
あ
る

c

龍
次
郎
の
動
物
体
内
の
ア
ミ
ノ

H自
来日
一十

(
一
九
一
一
一
七
)
に
至
っ
て
金
利
の
鉱
下
に
よ
り
財
団
の

際
難
と
な
っ
た
た
め
に
、
ま
ず
数
学
部
と
生
物
化
学
部
を
廃
止
し
、
さ
ら
に
物
開

>
ζ
U
 

学
部
を
縮
小
し
て
化
学
部
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
小
企

斤
主
主
主
刀
川
口

4

一J
t
z
t
z
f

ィ

に
研
究
所
を

任
、
佐
多
愛
彦
理
事
が
昭
和
十
七
年

(
一
九
回
二
)
ま
で
所
長
会
」
兼
任
し
た
。ま
た
当
時
研
究
員
で
あ
っ
た
八
木
秀
次
は

昭
和
十
七
年
に

こ
一
ぷ
仁
L
し
こ
。
司
手
二

1
1
5

ミ
h
p
羽
三
三

H

い
い

?
中

t
l
l
T
F
4

と

J

ブ
目

p
i
巨
ブ
今
芦

に
勝
質
学
の
新
講
座
開
設
に
伴
い
、
研
究
員
佐
多
直
康
が

ニ
任

ぜ
ら
れ
た
の
を
機
に
、
木
研
究
所
の
施
設
な
開
講
践
に
提
供
し
、
同
時
に
佐
多
産

40 

~
燥
を
研
究
所
長
に
捕
し
た
。
同
年
十
二
月
の
研
究
所
職
員
は
左
の
よ
う
に
変
っ
て

い
る
。

羽
い
だ

佐
多

愛
彦、

成
搬

由
民
一
一
一
一

助

手

I守./.:.

1il払

了
1
4
A
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4
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寸
i
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治

E
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巳
し
'
苛
ペ

ロ
叩
ザ
ノr
F

浅
間
常
三
郎

コ二

補
員
等
一
O
名

ij 

千
谷

// 

小
泉

正
夫

昭
和
六
年
(
一
九
一
一
二
)
頃
よ
り
昭
和
十
六
年
(
九
四
一
)
に
一
会
る
間
の
取
見
取

化
学
研
究
所
の
主
な
る
業
績
を
挙
げ
る
と
左
の
泊
り
で
あ
ふ

ο

の
跨
質
学
的
研
究
、
特
に
超
音
波
の
腹
質
学
的
作
用
に
つ
い
て
の

1
3
0
 

m
v拍
列

一
ニ
郎
の
高
圧
水
銀
灯
の
研
究
。
千
谷
利
一
一
…
、
小
泉
正
夫
に
よ

水
の
研
究
。
八
木
秀
次
の
超
音
波
の
研
究
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。ま
た

部
助
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
湯
川
秀
樹
も
一
附
塩
見
理
化
学
研
究
所
の
一
室
を
使

聞
出
し
て
い
た
。ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
中
間
子
理
論
の
若
松
も
こ
の
研
究
所
と
無
舷

で
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

ム

/'¥ 

塩
見
理
化
学
研
究
所
の
解
散

第
二
次
大
戦
お
よ
び
そ
の
戦
後
な
迎
え
た
塩
見
理
化
学
研
究
所
で
は
財
政
的
、
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物
質
的
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
が
、
幾
多
の
困
難
を
排
し
て
研
究
活
動
が
続

け
ら
れ
て
い
た
。
時
に
戦
後
に
な
っ
て
そ
の
資
金
状
況
が
悪
化
し
、
十
時
任
研
究
日
(

を
泣
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

し
た
が
っ
て
た
と
え
ば
文
部
省
の
科
学
研
究

授
も
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
、
大
限
大
学
淵
化
学
部
に
在
籍
す
る
研
究
員
が
各
自

の
研
究
室
の

肱
猿
郊
と
し
て
研
究
所
建
物
な
使
用
し
て
い
た
と
い
う
の
が

の
実
情
で
あ
る
。

戦
後
か
ら
昭
和
二
十
九
年
(
一
九
五
四
)
頃
ま
で
の
臨
見
聞
化
学
研
究
所
に
お
け

る
研
究
を
挙
げ
る
と
、
浅
田
研
究
室
に
お
い
て
は
演
急
性
の
よ
い
ス
ト
ロ
ボ
ス
コ

ー
プ
の
研
究
、
ア
ル
ゴ
ン
水
銀
放
屯
管
の
研
究
、
写
真
撮
影
用
閃
光
放

m
m管
の
試

作
、
放
電
管
に
お
け
る
外
部
頼
射
の

つ
い
て
の
研
究
。
千
谷
研
究
室
に
お

い
て
は
チ
タ
ン
精
鋭
に
閲
す
る
研
究
。
佐
多
研
究
室
に
お
い
て
は
界
間
活
性
剤
の

研
究
、
各
種
化
合
物
に
対
す
る
超
音
波
作
用
の
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
十
一
年
(

九
五
六
)
に
一
交
り
、

の
大
阪
大
学
正
問
建
次
郎
総
長
よ

り
甑
見
理
化
学
研
究
所
佐
多
直
設
所
長
に
対
し
、
研
究
所
を
大
阪
大
学
に
移
管
し

て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
研
究
所
と
し
て
は
取
見
の
名
称
を
何
ら
か
の
形

で
残
す
こ
と
と
、
研
究
所
の
建
物
間
約
約
四

C
O
坪
を
迎
学
部
内
に
新
た
に
建
て

増
し
て
確
保
す
る
こ
と
を
条
件
に
こ
の
提
案
を
受
諾
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

塩
見
財
団
の
最
後
の
役
員
会
は
昭
和
一
一
一
十
一
年
…
一
一
月
二
十
九
日
研
究
所
に
お
い

て
聞
か
れ
た
。
そ
の
時
の
解
散
理
白
書
を
左
に
一
爪
す
。

解
散
理
白
書

財
団
法
人
塩
見
理
化
尚
子
研
究
所
は
極
見
政
次
氏
が
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
大
扱
医
科
大

学
の
前
身
大
阪
医
学
校
を
卒
業
後
当
時
我
が
極
化
学

の
不
振
を
慨
明
し
て
、

大
阪
那
鉛
鉱
業
株
式
会
社
を
創
立
し
、
大
成
功
を
遂
げ
た
結
果
、
そ
の

の
約
千
組
を
提
供
し
、
阿
川
校
で
あ
る
大
阪
医
科
大
学
長
佐
多
博
士
に
「
理
化
学

及
び
そ
の
応
用
を
研
究
す
る
こ
と
、
並
び
に
こ
れ
に
闘
し
堪
能
な
る
人
物
を
養

れ
た
。
同
時
士
は
深
く
こ
の
意
思
に

成
す
る
」
こ
と
を
創
立
の
敵
国
伐
と
し
て
財
出
法
人
を
組
織
す
る
こ
と
を
発
表
さ

和
協
力
し
て
大
正
五
年
十
月
三
十

一
日
…
加
の
手
続
を
了
え
、
設
立
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

以
来
本
研
究
所
は
学
界
並
び
に
化
学
工
業
界
に
大
い
に
科
益
し
た
が
、
特
に

昭
和
六
年
三
月
大
阪
帝
国
大
学
理
学
部
の
創
設
に
支
献
し
、
更
に
大
阪
帝
国
大

毎
年
多
数
に
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

学
の
設
校
后
は
同
期
学
部
の
た
め
絶
大
な
寄
与
が
な
さ
れ
、
そ
の
研
究
業
績
は

戦
争
の
激
化
と
殻
戦
後
の
経
税
事
情
の
激
変
は
当
法
人
に
と
っ
て
も
そ
の
打

は
絞
め
て
部
難
と
な
っ
て
い
る
。

繁
は
大
き
く
、
戦
后
に
お
い
て
は
収
入
は
激
減
し
、
人
件
費
、
研
究
裂
の
支
出

そ
の
上
、
当
法
人
研
究
所
の
建
物
が
大
阪
大
学
構
内
の

部
を
敷
地
に
借
用

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
開
大
学
の
発
展
、
拡
充
に
種
々
中
昨
〈
障
を
与
え
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
見
地
か
ら
当
法
人
の
存
在
は
不
都
合
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い

tl~{J~J翠化学研究所大阪大学移管

記念レリーフ (1昭和3 1{F.)

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
以
上
存
続
す
る
こ
と

は
財
政
的
に

困
難

と
な
っ
た
事
実
に
も
と
づ

い
て
卒
業
を
継
続
す
る
よ

り
こ
れ
を
解
散
し
、
む
し

ろ
本
研
究
所
施
設
の
一
切

を
大
阪
大
学
に
寄
附
し
、
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も
っ
て
陪
大
学
の
施
設
と
し
て
利
用
し
た
方
が

関
設
立
趣
旨
に
時
う
で
あ
ろ

う
と
い
う
協
議
員
全
員
の
決
議
に
基
金c
、
本
研
究
所
を
解
散
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
次
に
示
す
の
は
そ
の
解
散
に
当
た
っ
て
の
財
団
役
員
の
決
議
文
で
あ
る
。

H
W
羽
川
公
人

l
l
j

ノ

-
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1
m
-
七
芋
川
川
口
し
苛
パ

持
品1
F
Y
T
J
i
g
-
-
j勾
ノ
E
F

財
閥
法
人
協
見
理
化
学
研
究
所
は
大
正
五
年
十
月
財
団
設
立
後
大
正
十
五
年

三
月
研
究
所
建
設
以
来
三
十
年
に
ね
一
り
理
化
学
の
基
礎
及
応
用
に
関
す
る
研
究

を
続
け
此
間
昭
和
七
年
大
阪
帝
国
大
学
理
学
部
創
設
に
際
し
て
は
其
母
体
た
る

機
能
な
果
し
一
応
答
陀
行
為
に
よ
る
自
的
を
達
成
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
敗
戦

に
よ
る
経
済
的
混
乱
の
た
め
財
団
と
し
て
も
漸
次
維
持
資
金
に
不
足
を
生
じ
っ

つ
あ
る
に
よ
り
、
北
器
財
剖
を
解
散
し
、
寄
向
者
故
淑
見
政
次
氏
の
遺
志
を
尊

大
阪
大
学
理
学
部
の
用
に
充
て
る
事
及
び
塩
見
理
化
学
研
究
所
の
名
称

を
存
続
す
る
事
を
条
件
に
現
存
の
研
究
所
の
建
物
設
備
一
切
を
大
阪
大
学
に
寄

附
す
る
。
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同

浅
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昭
和
三
十
一
年
(
一
九
五
六
)
一
一
一
月
三
十
一
日
臨
見
理
化
学
研
究
所
は
四
十
年
の

そ
の
特
異
な
慌
史
を
閉
じ
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
三
十
九
歳
で
肢
を
去
っ
た
晦
見

政
次
が
生
き
る
こ
と
を
願
っ
た
後
半
生
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
研
究
所
の
建
物
、
設

備
一
切
は
大
抜
大
学
に
谷
派
さ
れ
、
建
物
は
医
学
部
付
属
結
研
究
施
設
の
使
用
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
悶
み
に
こ
の
時
恕
学
部
に
等
間
移
管
さ
れ
た
民
吉
類
は
二
、

八
O
O
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
研
究
所
建

八
七
九
問
、
評
価
額

一
一
一
六
六
、

物
部
和
相
当
分
を
斑
学
部
の
増
築
計
闘
と
は
別
に
篠
保
す
る
こ
と
が
突
際
に

さ
れ
た
が
、
基
礎
工
学
部
新
設
問
題
と
か
ら
ん
で
困
難
と
な
り
、
結
局
は
実
現
す

る
に
一
品
工
ら
な
か
っ
た
。

戸七

お
わ
り
に

ま
え
が
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
現
在
、
豊
中
地
区
の
惣
学
部
内
に
塩
見
記
念
室

の
名
を
冠
し
た
…
笠
を
残
し
、
主
と
し
て
化
学
科
、
高
分
子
学
科
の
諮
議
、
講
演
、

業
績
発
表
会
、
そ
の
他
の
集
会
な
ど
多
方
面
に
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
記
念
室
の

一
戸
楠
に
は
戦
時
中
供
出
さ
れ
た
甑
見
政
次
の
銅
像
の
原
型
想
像
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
焔
研
究
施
設
構
内
に
残
っ
て
い
る
花
山
凶
器
の
ム
口
座
(
氏
辺
約
メ
ー
ト
ル
闘
方
、

山
高
さ
二
・
ニ0
メ
ー
ト
ル
)
に
は
原
敬
の
筆
で

臨
見
政
次
君
之
像

お3
1it 

原
敬
語
圏

と
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
裏
面
に
は
次
の
よ
う
な
語
、
が
録
さ
れ
て
い
る
。
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名
工
平
浩
氏
に
隠
し
て
工
を
成
し
鹿
山
内

名
古
屋
市
関
川
彦
太
郎
君
故
人
の
況
を
追
偲
し
逃
像
を
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的
て
浪
悲
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昭
和
六
年
六
月

(
し
ば

大
阪
大
学
理
学
部
)

て
つ
お

一
一
日
旬
、
早
速

御
懇

即
時
在
候

制
尽
し
候
考

以
術
開
候
処
、
生
儀

ニ
ム
符
之
、
為

何
分
長
シ
短
シ

氏
ハ
校
長
ト
シ
テ
ノ

人
物
ヲ
得
ル
コ
ト
ハ

外
無
之
伎
、

官
ノ
古
物
弥
ヲ
廻

中
-
一
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ヘ
ザ
ル
次

地
一
一
龍
出
候
節

相
伺
度
、
如
新

主祭克理化学研究所小史43 

〔
注
〕

1

円
五
日
が
半
生
』
一
尚
昆
健
一
一
綱
大
正
六
年
十
月
。

2

『
財
団
法
人
盗
見
理
化
学
研
究
所
袈
覧
b

坂
見
理
化
学
研
究
所

発
行
昭
和
十
七
年
明
訂
。

司
神4訪
問
問
問
料
』
伴
芳
子
署
昭
和
五
十
四
年
四
月
。

町
佐
多
愛
彦
先
生
伝
お
一
丙
梨
光
司
者
昭
和
十
五
年
五
月
。

叶
大
阪
大
学
五
十
年
央
部
局
史
お
大
阪
大
学
二
九
州
問
叉
昭
和
五
十
八
年
一

『
一
数
学
者
の
思
想
』
小
倉
金
之
幼
若
筑
隊
舎
房
昭
和
四
十
二
年
。

坂
見
理
化
学
研
究
所
解
散
時
関
係
書
類
大
阪
大
学
理
学
部
球
。




